
 

学 校 名 等 郡上市立大和第一北小学校 

実 施 日 時 平成２６年（春、初夏、秋、冬） 年４回実施 

会 場 各家庭 

参 加 人 数  全校児童６２名の家庭 

学習課題（分野） 親子自然探検・親子ふれあい・コミュニケーション 

運営者の願い 

「心豊かに子育てを！郡上市万場の四季と触れ合おう」をテーマ

に「よし やってみよう！チャレンジＰａｒｔ１（春）Ｐａｒｔ２

（初夏）Ｐａｒｔ３（秋）Ｐａｒｔ４（正月・冬）」を実施し、親子

で万場の四季の自然にふれてその素晴らしさを発見し、親子のコミ

ュニケーションやふれあいを深めたい。 

学 習 の 内 容 

＜取組内容＞ 

① 4月：春「よし やってみよう！Ｐａｒｔ１」を実施。 

② 5/18：情報モラル講演＋「よし やってみよう！Ｐａｒｔ１」の意見交流会。 

※意見交流会のまとめと次の取組を通信で紹介。 

③ 6，7月：初夏「よし やってみよう！Ｐａｒｔ２」を実施。 

④ 7/4：救急法講習会＋「よし やってみよう！Ｐａｒｔ２」の意見交流会。 

※意見交流会のまとめと次の取組を通信で紹介。案内おたより＜*１＞ 

⑤ 10/24：秋「よし やってみよう！Ｐａｒｔ３」のお知らせを配付。 

※11/2の公民館主催「万場ウォーキング」を紹介。 

⑥ 10，11月：秋「よし やってみよう！Ｐａｒｔ３」実施。 

⑦ 12月：「よし やってみよう！Ｐａｒｔ３」のアンケートを実施。集計・配付。 

 アンケート＜*２＞ 報告おたより＜*３＞ 記録カード＜*４＞ 

⑧ 12/24：正月・冬「よし やってみよう！Ｐａｒｔ４」のお知らせを配付。 

⑨ 冬休み：「よし やってみよう！Ｐａｒｔ４」を実施。 

⑩ 家庭教育学級文集で、在宅取組について全家庭の取組を紹介。 

 

＜記録用紙の項目＞  

(１) よし やってみよう！チャレンジＰａｒｔ１（春） 

「親子で散歩に行って、春を見つけよう♪」 

・たんぽぽ（わたげＯＫ） ・おたまじゃくし ・ちょうちょう ・なんでもＯＫ 

(２) よし やってみよう！チャレンジＰａｒｔ２（初夏） ※ホタル観察会、星空観察会と連携 

 「家族で初夏をみつけてみよう♪」  

 ・ほっきょくせい ほくとしちせい ・ホタル ・あじさい ・なんでもＯＫ 

(３) よし やってみよう！Ｐａｒｔ３（秋）         ※公民館活動「万場ウォーキング」と連携 

 「親子で外に出て、万場の秋をまんきつしよう♪」 

・万場ウォーキングに参加したよ♪ ・なんでもＯＫ ・親子で交流してみよう  

○親から子へ～こんな遊びが楽しかったよ～ ○子から親へ～こんな遊びが楽しいよ～ 

(４) よし やってみよう！チャレンジＰａｒｔ４（正月・冬） 

 「家族でお正月・冬のあそびを楽しもう♪」 

・かがみもち ・なんでもＯＫ ・お正月のあそびをしてみよう ・ゆきあそびをしてみよう 

 

＜参加者の感想＞（一部抜粋） 

・（春）散歩しながら山菜摘みをして、料理をした。コミュニケーションをとるよいきっかけ 
になった。 
・（初夏）テーマが決まっていて、ホタル観察会や星空観察会があったので取り組みや 
すかった。 
・（秋）万場ウォークに参加して、子どもと一緒に楽しく秋を見つけるこができた。 
・ゲームやアニメが会話の中心になっていたが、この取組で生きた体験をすることを通し 
て会話の内容が拡がり、いつもと違った視点で親子のふれあいができ、大変有意義な 
時間を過ごすことができたと思う。 

在宅取組型（小学校） 

＜願いを明確にした 

取組を積極的に実施＞ 

地域の自然の素晴らし

さに気付いて、外遊びをし

てほしいという願いから、

親子で、自然にふれる体験

を通してコミュニケーシ

ョンやふれあいを深める

取組を、四季に合わせて年

4 回実施。 

＜学習カードの活用＞ 

テーマや活動のポイン

トを明確にした楽しい学

習カードを活用し、シール

で評価。低学年児童の活動

意欲を喚起するのに効果

的であった。 

＜学びや学級生の声を 

価値付ける通信・文集＞ 

通信を積極的に作成・配

付し、学びを価値付けたり

学級生の声を伝えたりし

て、個の取組を広め高める

工夫がされた。最後に、全

家庭の取組を文集にまとめ

て紹介している。 

＜学習形態の工夫＞ 

在宅取組実施後に、グル

ープ交流会を行い、学級生

の声を大切にし、生かす工

夫をした。 

地域の公民館活動と連

携して、秋の取組を実施

し、学びを深める工夫をし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜家庭教育学級講座と組み合わせ 

意見交流会を実施＞ 

 在宅取組を行った際の学級生の声を

交流し、次の取組に生かしたいという願

いから、家庭教育学級の講座に組み合わ

せて意見交流会を実施。 

 ６つの交流グループを作り、各グルー

プに役員が入って、各取組のよさを共有

したり、次の取組に向けての声を聞いた

りできるよう工夫した。 

＜公民館活動との連携＞ 

 「よし やってみよう!Ｐａｒｔ３（秋）」 

では、公民館主催の「万場ウォーキング大会」

参加の呼びかけをし、参加した親子には、キ

ラキラシールをプレゼントして評価。また、

親子で外遊びについて交流するよう、呼びか

けを行った。 

 各家庭の都合があるため、参加は、強制で

はなく、親子散歩の秋見つけでもよいように

配慮した。 

案内のおたより＜＊１＞ 

名前 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート用紙＜＊２＞ 

＜アンケート＞ 

 秋の取組について、アンケート

用紙を配付してまとめ、家庭教育

通信で伝えられている。学級生の

声を大切にして実践するという

姿勢が一貫している。 

親子の会話の変容を取り上げ

たり、公民館活動と連携したこと

により、地域の方との交流にかか

わっての感想も紹介している。 

 

 

報告おたより＜＊３＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

記録カード＜＊４＞ 

＜春の記録カード＞  ＜初夏の記録カード＞  ＜秋の記録カード＞ ＜お正月・冬の記録カード＞ 

       心豊かに子育てを！     ～万場の四季と触れ合おう～ 

4 枚のカードを台紙に貼り、継続性を重視。季節や活動の特徴を考慮して、見つける観点や交流のポイント

を設け、活動しやすく、学びを深めることができるように工夫。低学年の児童も取組みやすいように、シール

で意欲付けがされた。 

＜文集のページ＞ 

各家庭の在宅取組の様子や

感想をまとめ、文集を作成して

各家庭に配付している。 

「四季のチャレンジのまとめ」

や「心に残ったベスト３」の欄

とともに、「子から親へ、親か

ら子へ」の一言メッセージを書

く欄がある。親子で散歩しなが

ら、いろいろな話ができたこと

や子どもの成長を感じたこと

など、親子のコミュニケーショ

ンやふれあいが深まったこと

が伝わってくる。 

記録カード＜＊４＞ 

 文集用 

 

 

 

 

 

  

  


